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会長報告 成田 弘明 会長
今月はロータリー6つの重点分野のひとつであり

ます水と衛生月間です。丁度今日の新聞に出ていた
のですが、3月22日の今日は国連が定めた「世界水
の日」です。私達日本人は、水道の蛇口をひねれば
安全な水が出る時代になり、世界各地で起きている
水の問題について平和ボケしているように感じま
す。地球は水の惑星であり、地球全体の水の量は約
13.86億km3であり、飲み水や農業用としてすぐに
利用できる水は全体の0.01%しかありません。

WHOとユニセフの調査によりますと、2015年で
は川から水を運ぶために毎日30分以上かけている
人が約8億4400万人・汚染された水が原因で死亡す
る方が50万人・野外でしか排泄できない環境にい
る人が約9億弱いるようで深刻な問題となってお
り、国連は2030年までに全ての人に水と衛生の確
保をあげている様でありまずが、相当難しい問題で
あると思います一刻も早く構築して頂きたいです。

さて、20日に地区の奨学金・学友委員会の上田
会員と本年度奨学金受給に決定致しました北光学園
園児、遠軽高校の生徒さんに奨学金の目録を渡しに
行ってきました。生徒さんは札幌学院大学に進学が
決定しており、4年間アルバイトをしながら頑張っ
て行くとの意気込みを語っており、また堤園長から
は、この生徒は高校では山岳部に入っており、一般
の高校生よりも忍耐強く率先して行動を起こす子で
すので宜しくお願いします、と述べておりました。

北光学園では現在は定員45名に対し33名の入園
で内高校生は9名、その内現在1年生の1名が再来年
進学を目指いしてるようですので、園長からも、そ
の時はまた宜しくお願いします、との事でした。

幹事報告 佐久間 英昭 幹事
① 会員候補者の推薦があり臨時理事会において会

員資格条件を有するとして承認しました。
会員候補者＝石井朋子様。(株)ノース技研(北

見市)。推薦者＝竹内徳治君。
異議申立がある場合は理由を付記した書面を以

て7日以内に幹事へ提出して下さい。

② 公益財団法人米山梅吉記念館より｢賛助会入会の
お願い｣が届いています。
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委員会担当プログラム
ロータリー情報委員会

委員会報告
◇東海林 勉 次期幹事⑤

4月21日㈯、22日㈰、帯広で開催のPETS、地区
協議会の交通について連絡します。
・4月21日㈯：昼過ぎマイクロバスで出発
・4月22日㈰：早朝、会員の車で出発

出発時間等、詳細は後ほどご連絡します。
◇高井 一博 親睦活動委員長

日ハム観戦ツアー日程が決まりました。
平成30年6月16日㈯ 対ヤクルト戦14時試合開始。

終了後、懇親会を実施、札幌宿泊の計画です。会員
はもとより家族の方の参加も大歓迎します。

詳細が確定次第、改めてご案内します。
◇海野 功 職業奉仕委員長①

例年、小学校新１年生に贈呈している「よいこの
かなかな」のクリヤーホルダーを、3月20日、河原
英男教育長(会員)②に引き渡してきました。

今年の新入学児童の総数は150人、最多は南小
の50人、少ないのは瀬戸瀬小と白滝小の2名との
ことで、大幅な少子化に驚きを感じました。

【名前等後の○数字は写真の中の番号】

ゲスト卓話：伊藤 栄三 様
遠軽地方防衛連盟 会長
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本日のプログラム 会員卓話
前島 英樹 君③

本日は自分の職業である農業について、遠軽の歴史と
からめてお話をさせて頂きます。（レジメ参照）

昨年から、町議会議員としての立場を頂き、よく遠軽
は何を作っているんだ？ 特産品は何だ？ とよく聞か
れるのですが、遠軽は酪農です。生乳と乳牛の販売で約
50億の販売高あり、個人経営でも1億を超える方も多く
います。遠軽町の農畜産物の販売高のうち8割以上が酪農
です。まずそこを認識して頂きたいと思います。そこ
で、遠軽の酪農についてお話しますと、実は遠軽は北海
道の酪農の先進地でもあります。

北海道はもちろん、日本ホルスタイン界をリードする
著名な乳牛の繁殖家と指導者を数多く輩出しておりま
す。その中で3名ほどご紹介させていただきます。

三沢正男さんは、学田農場の出身、酪農先進地に赴き
技術と知識を身に付け帰郷、遠軽町の酪農技術の指導に
情熱を傾けますが、三男ということもあり、遠軽での就
農をあきらめ、その後道南の地に移るも、北海道酪農の
発展に尽力、後にその手腕を認められ、北海道議会議員
となられました。

福田牧場・福田藤楠(とうなん)氏は、遠軽生まれでは
ありませんが、大正3年生田原安国に入植、その後大正７
年牧場経営に当たり、この時代においてアメリカ酪農を
学ぶべく渡米、帰国後、地域の酪農振興に大きな影響を
与え、戦後民選初の初代遠軽町長となりましたが、すぐ
に、英語が堪能であったため、GHQとの交渉役として道
に請われ、副知事となり転出されました。

東海林牧場・東海林武夫（昭和20年戦死）、国夫（東
海林勉会員の父）ご兄弟ですが、昭和17年、なんと乳量
の日本記録樹立、戦後の酪農の再興期に家畜商として幾
多の名系統のホルスタイン牛の導入を計り、本町に於け
る乳牛改良の基礎確立に大きな貢献をされ、その系統は
現在でも町内において中心的に活躍しています。

現在の状況を申し上げますと、4年前の2015年全日本
共進会では、遠軽町若咲内の山口由幹さんが第7部（経産
牛30月未満）に出品した「リップランド アメイジング

ランデイ」が部のトップにあたる優等賞１席を獲得し
ました。日本のチャンピオンです。

彼のお父さんである元えんゆう農協専務でありました
山口哲朗氏は現在、北海道ホルスタイン農業協同組合の
組合長としてご活躍されています。

遠軽で生産された生乳は政府買い上げで、地区指定で
あります佐呂間の森永工場へと出荷され、そこでは主に
牛乳よりもバター・チーズ・生クリームなどに加工され
ます。過去には佐呂間工場のバターか生クリームは皇室
ご用達になるほどの品質だったそうです。

次に遠軽町民として是非、押さえて頂きたいハッカの
歴史についてです。「学田農場を救ったハッカ」と書き
ましたが、明治30年、信太寿之（当時32歳、独身）をリ
ーダーとする北海道同志教育会が教育こそ将来の日本に
最も必要であるとの見地から、北海道の未開の地を開拓
し、そこから生ずる利益をもって30年後に私立大学を開
設し、国家の繁栄に寄与する、との壮大な理想郷建設の夢

をもって遠軽の地に入植しましたが、明治31年に発生し
た大冷害とその翌年の大水害は遠軽に集団入植したばか
りの学田農場に多大な被害を与えて、離農者を続出させ
ました。しかし、山形県からの移民の中には郷里でハッ
カ栽培の経験者がおられ、寒冷地に強いハッカに賭けて
みようと試み、明治33年以降よりハッカ栽培を行いまし
た。それによって、農民の収入が急増し、学田農場は経
済的な立ち直りを見せることができたのです。

ハッカの導入がなければ、学田農場は解散し、鉄道開
設も遅れ、今日の遠軽の発展はなかったと考えます。

ハッカといえば、北見が有名ですが、栽培は遠軽の方
が早く、北見に負けないぐらいの景気だったそうです。

その後、戦後も高収益作物として、栽培されました
が、昭和40年代頃から合成薄荷の開発、ブラジル産に置
き換わり急速に減少していきました。

ですが、昭和60年代頃から、ハッカ栽培の技術を生か
し青シソの栽培が行われています。辛うじて、今の遠軽
の農業に繋がっている点であるといえます。

そして、現在の遠軽町において、唯一、昔のハッカの
隆盛を伝えているものが、北海道遠軽高等学校の校章と
して残っています。ハッカの花と、『論語』の一節を引
用した柏（カシワ）の葉を図案化したもの、とあります。

今後の遠軽の農業についてですが、2025年には、兼業
はほぼいなくなり、専業でも70戸を切ることが予想され
ます。このままでは、札幌ドーム（5.5ha）の1064倍で
ある5,854haの農地の維持は極めて困難である状況です。
担い手の不足によるいわゆる不耕作地が増えていくこと
は避けられません。遠軽町の貴重な財産である農地をど
う維持していくのか？ 新規就農者を受け入れるため
に、町は独自の助成を出していく考えです。

実際には町内で成功している4件の新規就農者がおりま
すが、意欲はあっても20代、30代で、いくら国と町の助
成を頂いても極めて困難であるといえます。

遠軽町は平成17年に合併し、町の面積は5倍以上にな
りました。88％が森林とはいえ、前向きに考えれば、農
地と森林が増えることで、新たな可能性とポテンシャル
を秘めた地域ともいえるのではないでしょうか？

合併前の旧遠軽町は商業と自衛隊の町だといわれてい
ましたが、農業と林業も重要な産業であることを再認識
して頂ければ幸いです。


